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₁．はじめに

　体育科における学習では、同じ運動領域をくり返し
学習させることがいくつかある。特に器械運動はその
特性が顕著な領域である。今年度から完全実施された
学習指導要領においても、第₃学年から器械運動の領
域が設けられるようになったが、第₁・₂学年にも器
械・器具を使っての運動遊びが設けられており、マッ
トや鉄棒、跳び箱などを使った運動遊びが示されてい
る。このように同じ運動領域をくり返し学習させると
いうことは、その学習をいかに積み上げていくか、つ

まり小学校₆年間でどのように系統的な学習を展開し
ていくかが重要な課題であると考えられる。今回改訂
された学習指導要領においても、そのような課題意識
のもとで指導する内容が明確化・体系化されるように
なった。とはいうものの、現場の教師からは「担任が
変われば前年までにどこまでの技に取り組んだかわか
らない」「となりの学級とも学習内容がそろわないこ
とさえある」というような声を耳にすることがある。
これは、体育科に教科書がなく、現場の教師の創意工
夫に任せられていることが少なくないからではないか
と考えられる。このような状況では系統的な学習を展
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要旨：本研究は、小学校体育科における器械運動の学習について、身体と認識の発達段階を考慮した系統的な「技の
配列表」を鉄棒運動及びマット運動で作成し、実践的に検討を行うことが目的である。系統的な「技の配列表」をつ
くる上で、まず低・中・高学年における系統的な目標を設定し、その目標に沿って学習させる技の配列表を作成した。
実践的検討については、小学校5年生での鉄棒運動の授業づくりを行った。高学年の系統的目標は「器械運動におけ
る技術認識を高めて技能の獲得や発展をめざす」である。本実践では、後方片膝掛け回転を重点化して取り上げ、特
に回転の中心を膝裏につくることに着目させることによって技術認識を高めさせ、その技能を獲得することがねらい
である。実践の結果、対象クラスの後方片膝掛け回転の達成度は単元前の13.8％から単元後の70.0％に向上した。今
後の課題は作成した「技の配列表」について実践的検討を加えながら児童の実態に即して改善していくことである。
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開することは難しく、子どもが技能を獲得していく上
でも効果的であるとはいえない。学習指導要領解説に
おいても地域や学校の実態及び児童の心身の発達の段
階や特性を十分考慮して小学校₆年間の見通しに立っ
て、各学年の目標や内容、授業時数、単元配当等を的
確に定めることが示されているように、それぞれの学
校の実態をふまえながら系統的な目標を設定した上
で、取り扱う「技の配当表」を作成することが重要で
あると考える。
　そこで本研究では、器械運動領域で系統的な学習を
展開するための目標を設定し、そのもとで特に鉄棒運
動とマット運動の「技の配列表」の作成を行い、実践
的に検討を加えることによって、系統的な学習を進め
ていくための基礎資料を得ることが目的である。

₂．研究の経過

₂．₁．子どもの発達段階を考慮する
　系統的な学習を展開する上で考慮しなければならな
いのは子どもの発達段階である。これは他教科におい
ても同様で、特に認識面での発達段階を考慮して学習
が系統立てられている。体育は身体活動を介して学習
を行うため、身体面と認識面の発達段階を考慮する必
要があると考えられる。そこで本校体育部では昨年度
から研究テーマを「身体と認識の発達段階を考慮した
器械運動の系統性」として系統的な学習についての検
討を進めている。
　まず、小学校段階における身体の発達段階は、スキャ
モンが一般型・神経型・生殖型・リンパ系型で分類し
て示している発育発達曲線で捉えていくことが基本に
なると考える。一般型で示される第二次性徴の始まり
は小学校段階で特徴的な身体の発達である。また、神
経系の発達は、₇ 〜 ₈歳で発育量が成人の約95%に
達すると言われており、小澤（2007）はこの時期にお
ける神経系の発達を促す運動の重要性を示している。
つまり小学校低学年の時期までに多様な運動刺激に
よって神経系の発達を促すことが、その後の技能獲得
においても重要であると考えられる。
　認識の発達段階においては、ピアジェが示す思考発
達段階説が基本になると考える。それによると小学校
段階は具体的操作期から形式的操作期へ移行し始めて
いく時期である。特に中学年から高学年の時期は、
「具体」から「抽象」へ思考が飛躍し、保存や系列化
の理解が深まる時期であるといわれている（渡辺；
2011）。このように認識力の高まっていく時期では、
自分が他人からどう見られているかというような客観
的視点で捉えることができるようになるため、時には
それによって自尊心を低下させていくこともある。事
実、高学年の子どもに器械運動についての事前調査を
行うと、「中学年の時にできなかったから嫌い」とい

うように答える子どもが多い。したがって体育におい
ても成功体験を多く確保しつつ、中学年から高学年に
かけての認識の高まりを体育の学習においても生かす
ことによってその発達を促す視点が重要であると考え
る。

₂．₂．器械運動の系統的目標の作成
　本校体育部では、子どもの身体と認識の発達段階を
考慮して器械運動の系統的目標を以下のように捉えた。

表₁　本校の器械運動における系統的目標

低学年（1・2学年）
器械・器具を使って多様な動きを出現させ基礎的
な感覚や技能の獲得をめざす

中学年（3・4学年）
器械運動の技をスモールステップ化して系統的に
技能の獲得をめざす

高学年（5・6学年）
器械運動における技術認識を高めて技能の獲得や
発展をめざす

　器械運動は非日常的な運動であるため、ある技がで
きるようになるには、その基礎になる特殊な力や感覚
が身についていなければならない（高橋；1998）。特
に神経系の発達が完成していく低学年の時期には、や
さしい類似の運動（運動のアナロゴン）によって多様
な動きを習得する必要があると考えられる。
　また高橋ら（1992）が示す器械運動の₁つの技の達
成の構造では、第₁段階「できる」、第₂段階「条件
をかえてできる」、第₃段階「より上手にできる」と
している。特に「できる」や「条件をかえてできる」
の段階では、できるだけ細かなステップの課題に取り
組むことによって、毎時間わずかであっても進歩する
ように工夫が必要であるとされている。そこで中学年
では、取り組む全ての技をスモールステップ化した学
習カードを作成し、それをもとに系統的に技能を習得
させることを目標とした。
　「より上手にできる」という段階では、どのような
工夫すればよいかというような技術に対する認識を高
めることが重要であると考える。高学年では、学習カー
ドやVTRを使いながら、技術に対する認識をどのよ
うに高めることが技能の習得や発展に効果的かを実践
的に検討している（小畑；2011）。
　このように低・中・高学年の身体や認識の発達段階
を考慮しながら器械運動の系統的な目標の設定を行っ
た。

₂．₃．系統的目標と技の配列表
　この系統的目標のもとで授業を進めていくが、具体
的には「倒立前転」「さか上がり」「開脚とび」という
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「上手になりたい」という思いをもって主体的に学ぶ
ことである。このような視点は、運動に対する自信を
総合的に捉えたものとして岡沢ら（1996）が示してい
る「運動有能感」を高める授業づくりと一致するた
め、ここ数年運動有能感を高める授業づくりを継続し
て取り組んでいる（小畑ら； 2010、2011）。昨年度か
ら今年度にかけては、器械運動領域で主に高学年にお
いて実践的に検討を行っている。今回は、高学年の系
統的目標である技術に対する認識を高めながら技能の
獲得や発展をめざすことを始めていく第₅学年の時期
に、表₂、₃に示す技に取り組む中で特にひとつの技
を重点的に学習させることが、技術認識を高めること
につながると考えている。なぜならある技ができるよ
うになることだけを目標に授業づくりを行った時、単
元前からその技ができている児童は学習の目標が持て
ないことになる。しかし、器械運動はある技ができる
ようになるだけでなく、その技をより「より上手にで
きる」ことも目標であり、「どうすればもっと上手に

よな「技」を介して学習させる。それを小学校₆年間
で系統的に展開するには、「技」の配列表が必要にな
る。
　そこで本校体育部では、これまで授業で扱ってきた
技が学年やクラスによって曖昧になっていたことの反
省も含めて、本校児童の発達段階や特性を考慮しつつ
学習指導要領とも照らし合わせながら以下のような配
列表（表₂、表₃）を作成した。ただし、現段階では
マット運動と鉄棒運動での配列表しか作成できておら
ず、跳び箱運動については今後作成していく予定であ
る。いずれも現段階で作成できる範囲のものであり、
今後実践的に検討を加えながら修正していくことも必
要である。

₃．授業づくり

　本校体育部における授業づくりでまず大事にしてい
ることは、運動の得意・不得意に関わらずどの子もが

表₂　鉄棒運動における技の配列表

表₃　マット運動における技の配列表

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
鉄棒を使って多様な動きを出現させ
基礎的な感覚や技能の獲得をめざす

鉄棒運動の技をスモールステップ化
して系統的に技能の獲得をめざす　

鉄棒運動における技術認識を高めて
技能の獲得や発展をめざす　　　　

チンパンジー チンパンジー １・２年の技を １・２年の技を １・２年の技を １・２年の技を
だんごむし だんごむし 準備運動で行う 準備運動で行う 準備運動で行う 準備運動で行う
おさるさん あしたたき 前後振動 前後振動 前後振動 前後振動
ふとんほし 片手片足おさるさん 片膝掛け振動 片膝掛け振動 片膝掛け振動 片膝掛け振動
みのむし ふとんほし 両膝掛け振動 両膝掛け振動
ひざかけ みのむし
じめんに○ ひざかけ
こうもり こうもり

など など
つばめ つばめ つばめ つばめ つばめ つばめ

補助逆上がり 補助逆上がり 補助逆上がり 補助逆上がり 補助逆上がり 補助逆上がり
逆上がり 逆上がり 逆上がり 逆上がり 逆上がり

膝掛け振り上がり 膝掛け振り上がり 膝掛け振り上がり 膝掛け振り上がり
膝掛け上がり 膝掛け上がり

足ぬき回り 足ぬき回り 足ぬき回り 足ぬき回り 足ぬき回り 足ぬき回り
地球回り 地球回り 地球回り 地球回り 地球回り

かかえ込み回り かかえ込み回り かかえ込み回り かかえ込み回り
後方片膝掛け回転 後方片膝掛け回転 後方片膝掛け回転
補助後方支持回転 補助後方支持回転 補助後方支持回転

後方支持回転 補助前方支持回転
後方支持回転
前方支持回転

後方振り下り 後方振り下り 後方振り下り 後方振り下り 後方振り下り 後方振り下り
両膝掛け倒立下り 両膝掛け倒立下り 両膝掛け倒立下り 両膝掛け倒立下り 両膝掛け倒立下り 両膝掛け倒立下り
前方回転下り 前方回転下り 前方回転下り 前方回転下り 前方回転下り 前方回転下り

転向前下り 転向前下り 転向前下り 転向前下り 転向前下り
片足踏み越し下り 片足踏み越し下り 片足踏み越し下り 片足踏み越し下り

両膝掛け後方回転下り 両膝掛け後方回転下り 両膝掛け後方回転下り
両膝掛け振動下り 両膝掛け振動下り

１・２年 ３・４年 ５・６年
ゆりかご ゆりかご 前転 前転 前転 前転
アンテナ アンテナ 連続前転 連続前転 連続前転 連続前転

横転 横転 後転 後転 後転 後転
動物歩き 動物歩き 連続後転 連続後転 連続後転 連続後転

カエルの足打ち カエルの足打ち 開脚前転 開脚前転 開脚前転 開脚前転
川跳び 川跳び 開脚後転 開脚後転 開脚後転 開脚後転

ブリッジ ブリッジ 腕立て横跳び越し 腕立て横跳び越し 跳び前転 跳び前転
など など 側方倒立回転 伸膝後転 伸膝後転
前転 前転 側方倒立回転 後転倒立

連続前転 連続前転 補助倒立 側方倒立回転
坂を使った後転 補助倒立前転 補助倒立

後転 補助倒立前転
倒立

倒立前転
ロンダート
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なるか」ということを考えさせながらある技を重点的
に学習させることで技術に対する認識を高めさせるこ
とが他の技に取り組む時にも生かされると考えている。
　そこで₅年生の鉄棒運動において、後方片膝掛け回
転（ひざかけ後ろ回り）を重点化して指導計画を行い
実践的に検討を加えた。

₃．₁．鉄棒運動の授業づくり
₃．₁．₁．対象
　奈良教育大学附属小学校₅年生の₁クラス（男子16
名、女子16名）
₃．₁．₂．時期
　2011年₅月下旬から₆月中旬
₃．₁．₃．指導計画（全10時間）
第₁次（₂時間）　
　鉄棒運動の基礎的な感覚・技能を養う
第₂次（₄時間）
　鉄棒運動の技術認識を高めて取り組ませる
　○後ろ回りを中心に（₁時間）
　○ひざかけ後ろ回りを中心に（₂時間）
　○ひざかけふり上がりを中心に（₁時間）
第₃次（₂時間）
　学習カードにある技に取り組む
第₄次（₂時間）
　連続技に取り組ませる
　○上がり技、回転技、下り技で連続技をつくらせる
○連続技の中に片膝をかける技やステップを入れて考

えさせる

図₁　後方片膝掛け回転

　このような指導計画を作成し、特に後方片膝掛け回
転（図1）を重点化して取り組んだ。この技をする上
で重要な技術は主に次のものがある（高橋ら；2010）。

①伸ばしている足を前後に振って勢いをつける
②伸ばしている足を後ろに振った後に膝裏に鉄棒

をかけて回転の中心をつくる
③上半身を伸ばして回転をはじめ、その後体をま

るめるようにして回転の半径を小さくすること
で回転を加速させる

　このような技術の中でも特に②の膝裏に鉄棒をかけ
て回転の中心をつくるところに着目させた。なぜなら、
この技術がひざかけ後ろ回りができるようになるため
に最も重要な技術であり、鉄棒に太ももの裏を当てて

いた状態から回る直前に膝裏にずらす動き（図₂）は
₅年生にも認識しやすく、かつ実行しやすいと考えた
からである。
　具体的な授業展開としては、まずひざかけ後ろ回り
に取り組ませる。その時に伸ばしている足で勢いをつ
けて回ることは確認し、「₁、₂の₃、クルン」とい
うリズムで取り組ませる。その中ですでにできている
子どもの様子をデジタルカメラの動画機能を使って撮
影する。その後みんなでその子どもの技を見ながら、
回転の中心は回る直前にどこにあるかを見つけさせて
いくのである。子どもたちは、映像をスローモーショ
ンで見ることによって、太ももの裏から膝の裏にずれ
てから回転を始めていることに気づくことができる。
それをみんなで確認し、次は「₁、₂の₃、トン、ク
ルン」というリズムで取り組むようにさせる。「トン」
のところが膝裏に回転の中心をつくるタイミングであ

算出方法
経験度 「できる」「なんとかできる」「できない」と回答した者の割合

　（できる＋なんとかできる＋できない）／（できる＋なんとかできる＋
できない＋やったことがない）×100

達成度Ⅰ 回答者全体における「できる」「なんとかできる」と回答した者の割合
　（できる＋なんとかできる）／（できる＋なんとかできる＋できない＋
やったことがない）×100

達成度Ⅱ 技を経験したことがある者における「できる」「なんとかできる」と回答
した者の割合
　（できる＋なんとかできる）／（できる＋なんとかできる＋できない）
×100

図₂　膝裏に回転の中心をつくる

る。子どもは「トン」の
ところを意識して取り組
むようになっていった。
このような授業展開に
よって、技術に対する認
識を高めながら取り組ま
せることが重要であると
考えている。

₄．結果と考察

₄．₁．技の達成度
　高学年における系統的目標は「器械運動における技
術認識を高めて技能の獲得や発展をめざす」である。
本実践では、後方片膝掛け回転を重点化し、特に回転
の中心を膝裏につくる技術に着目させた。そのような
授業づくりが技能の獲得にどのような影響を及ぼした
のかを検討するために、単元の前後において技の達成
度について分析を行った。
　分析方法は、高橋ら（2010）が報告した「体育科の
ナショナルスタンダード策定の試みとその妥当性の検
証」と同様の方法である。それは、ある技について「で
きる」「なんとかできる」「できない」「やったことが
ない」で回答させ、以下の算出方法（表₄）で技の経
験度や達成度を算出するものである。

表４　技の達成度の算出方法
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求められる。

₅．まとめ

　本研究は、小学校体育科における器械運動の系統的
な学習を展開するために、低・中・高学年における系
統的な目標を設定し、その上で取り扱う「技の配列
表」の作成を行い、実践的に検討を加えることによっ
て系統的な学習を進めるための基礎資料を得ようと試
みた。「技の配列表」については、系統的な目標によ
る授業づくりを進める中で学習指導要領に示されてい
る技の例示と扱う学年が異なっている部分があるが、
小学校6年間ではほぼ同等の技を扱っている。しかし、
今後の児童の実態や授業づくりの工夫によって「技の
配列表」の改善し、学習指導要領に示れている技の例
示ともその都度照らし合わせて修正していく必要があ
る。実践的検討については、小学校5年生の鉄棒運動
において「器械運動における技術認識を高めて技能の
獲得や発展をめざす」という目標にそって主に「後方
片膝掛け回転」を重点的に扱った。授業では技術に着
目させることによって何を努力すればよいかを明確に
することが技能の獲得にも効果的であると考えられ
る。今後の課題としては、児童の技術に対する認識が
どのように高まっていったかを分析する方法を検討す
ることで授業づくりの効果をより明らかにしていくこ
とである。
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₆年生1884名に調査を行った平均と比べても高い度合
いを示している。これは、本研究において学習させる
技の配列表（表₂）を作成する以前は、技の経験度が
一様でなかったことが影響しているため、まずその配
列表を作成したことの効果があったと考えられる。授
業を進めていった実感としては、対象クラスの児童は
回転の中心を膝裏につくる技術についてはよく理解で
きており、それを意識して取り組んだことが達成度の
向上につながったと考えられる。以下に示す日記は、
本実践の中ではじめて後方片膝掛け回転に取り組んだ
時のものである。

　習ったのはひざかけ後ろ回りでした。やる前は
できなかったけど、先生に「集まって」と言われ
たから集まって、リズムは１、２の３、クルンで
した。やったら前よりできました。そして、また
集まって今度はリズムを１、２の３、トン、クル
ンでした。トンは太もものうらからひざのうらで
した。そして次にやってみるとあともうちょっと
でした。でも、何回もやってもあとちょっとでで
きませんでした。先生が「今度は回るのをどのよ
うにしたらいいか考えていきます。」と言ったの
で次の授業が楽しみです。

　闇雲に努力するのではなく、このように技術に着目
させることによって何を努力すればよいかを明確にす
ることが技能の獲得にも効果的であると考えられる。
　ただし、本実践でいう「膝裏に回転の中心をつくる」
という技術に着目させることが、児童の技術認識を高
める上で最も効果的であるかは、今後も実践的に検討
をしていく必要がある。また、児童の技術認識がどの
ように高まっていったかを分析する方法がまだ検討中
であるため、その分析方法を明らかにしていくことが

表５　技の達成度
本校5年生（対象クラス） 本校5年生（対象クラス） 小学校5・6年生

単元前 単元後 高橋らによる調査報告（2010）
技名 経験度 未経験度 達成度Ⅰ 達成度Ⅱ 経験度 未経験度 達成度Ⅰ 達成度Ⅱ 経験度 未経験度 達成度Ⅰ 達成度Ⅱ

膝掛け振り上がり 15.4 84.6 11.5 75.0 93.3 6.7 50.0 53.6 84.5 15.5 50.8 60.1
膝掛け上がり 10.3 89.7 3.4 33.3 33.3 66.7 13.3 40.0 65.6 34.4 32.8 50.0
さか上がり 100.0 0.0 72.4 72.4 100.0 0.0 73.3 73.3 98.3 1.7 73.6 74.9
抱え込み回り 7.1 92.9 3.6 50.0 83.3 16.7 20.0 24.0 65.1 34.9 23.7 36.4
前方支持回転 69.2 30.8 34.6 50.0 76.7 23.3 26.7 34.8 73.0 27.0 54.8 75.1
後方支持回転 37.9 62.1 27.6 72.7 93.3 6.7 33.3 35.7 76.1 23.9 28.8 37.8
後方片膝掛け回転 24.1 75.9 13.8 57.1 100.0 0.0 70.0 70.0 63.8 36.2 20.5 32.1
前方片膝掛け回転 29.6 70.4 7.4 25.0 23.3 76.7 10.0 42.9 57.7 42.3 29.0 50.1
転向前下り 69.0 31.0 62.1 90.0 69.0 31.0 63.3 96.0 81.3 18.7 74.6 91.8
片足踏み越し下り 42.9 57.1 35.7 83.3 63.3 36.7 60.0 94.7 72.9 27.1 64.8 88.8
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